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上
条
地
区
保
存
の
た
め
の 

視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

  

昨
年
度
開
催
で
き
な
か
っ
た
先
進
地
等
の
視
察
研
修

会
で
す
が
、
本
年
度
は
別
途
通
知
を
お
出
し
し
た
通
り
、

十
月
二
十
九
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
研
修
地
は
、
本

誌
第
二
十
七
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、
川
崎
市
立
日
本
民
家

園
で
す
。 

 

日
本
民
家
園
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
開
園
し
た
民
家
の

野
外
博
物
館
で
す
。
同
様
の
施
設
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
近

い
と
こ
ろ
で
は
岐
阜
県
高
山
市
に
「
飛
騨
民
俗
村
」
と
い

う
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
飛
騨
民
俗
村
を
は
じ
め
多
く
は

地
域
の
民
家
を
集
め
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
民
家
園
は

広
く
全
国
の
民
家
を
集
め
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。 

 

塩
山
上
萩
原
中
子
沢
に
所
在
し
た
廣
瀬
家
住
宅
が
移

築
さ
れ
て
お
り
、
移
築
時
に
旧
観
に
戻
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
見
慣
れ
た
茅
葺
切
妻
造
民
家
と
や
や
違
和
感
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ
の
同
型

民
家
は
、
残
念
な
こ
と
に
県
外
で
し
か
み
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

 

廣
瀬
家
住
宅
を
は
じ
め
、
園
内
に
移
築
さ
れ
た
民
家
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
区
の
皆
様
の
親
交
が
は

か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

旧
広
瀬
家
住
宅 

【
旧
所
在
地
】 

甲
州
市
塩
山
上
萩
原 

【
指
定
】 

 

神
奈
川
県
指
定
文
化
財 

【
建
築
年
代
】 

十
七
世
紀
末 

 

切
妻
屋
根
で
、
軒
が
低
く
、

壁
の
多
い
閉
鎖
的
な
甲
州
民

家
。
土
間
に
は
鳥
居
柱
と
呼

ば
れ
る
２
本
の
柱
が
立
ち
、

居
間
に
は
板
床
を
張
ら
な
い

土
座
形
式
の
住
ま
い
が
特
色

で
あ
る
。 

川崎市立日本民家園ＨＰより



 甘
草
屋
敷 

秋
の
催
し
物
の
ご
案
内 

  

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
秋
に
甘
草
屋
敷
を
会
場
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、「
第
十
回 
朗
読
と
箏
・
尺
八
が
奏
で
る
優
美
な

世
界
」
「
第
十
三
回 

や
ま
び
こ
会 

朗
読
の
夕
べ
」
「
第
二

回 

橘
家
蔵
之
助
師
匠
と
気
楽
に
落
語
を
楽
し
む
会
」
の
三

つ
を
開
催
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
一
月
に
入
る
と
、
主
屋
に
コ
ロ
ガ
キ
の
ス
ダ
レ

が
掛
け
ら
れ
、
多
く
の
観
光
客
も
訪
れ
ま
す
。 

 

落
語
会
は
、
障
子
に
映
る
コ
ロ
ガ
キ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
見

な
が
ら
、
真
打
・
橘
家
蔵
之
助
師
匠
の
落
語
が
楽
し
め
ま
す
。

い
ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
の
で
、
秋
の
夜
長
、
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 
 

 

当
日
は
会
の
メ
ン
バ
ー
八
人
が
交
代
で
朗
読
を

披
露
し
ま
す
。 

          

第
二
回 

橘
家
蔵
之
助
師
匠
と 

気
楽
に
落
語
を
楽
し
む
会 

 

●
日 

時 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日 

 
 
 

 
 

午
後
五
時
三
十
分 

開
場 

 
 
 
 

 

午
後
六
時 

開
演 

●
内 

容 

真
打
・
橘
家
蔵
之
助
師
匠
の
落
語
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

第
十
回 朗

読
と
箏
・
尺
八
が
奏
で
る 

優
美
な
世
界

 

●
日 

時 

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日
（
金
） 

 
 
 
 

 

午
後
六
時
三
十
分 

開
場 

 
 
 
 

 

午
後
七
時 

開
演 

●
内 

容 

文
化
協
会
筝
曲
部
に
よ
る
箏
の
演
奏
の
ほ
か
、
岩

間
洸
風
氏
の
尺
八
、
清
水
章
子
さ
ん
の
朗
読
、
ま

た
、
三
者
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
和
の
雰
囲
気
を
楽
し

め
ま
す
。 

          

第
十
三
回 

 

や
ま
び
こ
会 
朗
読
の
夕
べ 

 

●
日 

時 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
（
水
） 

 
 
 
 

 

午
後
七
時 

開
演 

●
内 

容 

や
ま
び
こ
会
は
、
目
の
不
自
由
な
方
へ
市
の
広
報

を
録
音
し
て
お
届
け
し
た
り
、
施
設
訪
問
な
ど
で

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。 

 

 

 

 

 

 

 


